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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ア
リ
ス
　
ｉ
ｎ
　
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
１
６
１
Ｑ

【
作
者
名
】

　
蓮
華
永

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
昼
寝
を
し
て
い
た
ア
リ
ス
の
目
の
前
に
男
が
現
れ
た
。
其
の
男
に
「
お
前

は
ア
リ
ス
か
？
」
と
、
聞
か
れ
「
そ
う
よ
」
と
、
答
え
て
し
ま
っ
た
。

　　
そ
れ
が
、
ア
リ
ス
の
悲
劇
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　
い
き
な
り
男
に
担
が
れ
、
穴
に
落
と
さ
れ
た
ア
リ
ス
が
行
き
つ
い
た
場
所
は
、

「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
と
云
わ
れ
る
場
所
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
は
愉
快
な
人
（
？
）
達
が
待
っ
て
い
た
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
１

　
木
陰
に
座
っ
て
、
う
と
う
と
と
睡
魔
に
襲
わ
れ
る
。
木
の
葉
か
ら
差
す
日
の

す
い
ま

光
が
心
地
よ
い
。

　
寝
よ
う
と
思
っ
た
ら
、

「
お
い
」

　
声
が
聞
こ
え
た
。
だ
け
ど
、
眠
過
ぎ
て
、
眼
を
開
け
る
こ
と
も
億
劫
に
な
っ

お
っ
く
う

て
、
私
は
無
視
し
た
。

「
お
い
、
聞
こ
え
な
い
の
か
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
」

　
諦
め
た
か
な
？
　
そ
う
思
っ
た
ら
、
バ
シ
ン
と
音
が
し
て
、
そ
の
次
に
バ
キ

バ
キ
と
音
が
し
た
。
た
だ
事
で
は
な
い
と
思
っ
て
眼
を
開
け
る
と
、
白
髪
紅
眼

の
男
が
立
っ
て
い
た
。
其
の
横
に
木
が
倒
れ
て
い
る
け
ど
、
気
に
し
な
い
。

「
お
前
は
ア
リ
ス
か
？
」

　
い
き
な
り
質
問
を
さ
れ
た
。
私
は
反
射
的
に
そ
れ
に
答
え
て
し
ま
っ
た
。

「
え
え
、
私
は
ア
リ
ス
よ
・
・
・
。
そ
れ
が
ど
う
し
た
の
？
」

　
私
は
答
え
て
、
聞
い
た
。
そ
す
る
と
、
男
は
口
角
を
上
げ
て
、
笑
っ
た
。
そ

し
て
、
視
界
か
ら
消
え
た
と
思
っ
た
ら
、
身
体
が
ふ
わ
り
と
浮
い
た
。

「
・
・
・
へ
・
・
・
・
・
・
？
」

「
さ
て
、
さ
っ
さ
と
行
く
ぞ
」

「
・
・
・
何
処
に
？
」

「
意
外
と
冷
静
だ
な
・
・
・
・
・
・
」

　
男
は
其
の
ま
ま
走
り
出
し
た
。
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風
が
少
し
吹
い
て
心
地
が
い
い
。
眠
く
な
っ
て
き
た
・
・
・
・
・
・
。
あ
、

眼
が
閉
じ
そ
う
・
・
・
・
・
・
。

「
寝
る
暇
な
ん
て
、
無
い
ぞ
」

　
男
が
そ
う
云
っ
た
と
同
時
に
、
さ
っ
き
と
は
違
う
感
じ
に
身
体
が
浮
い
た
。
・

・
・
違
う
、
落
ち
て
い
た
。

「
っ
・
・
・
な
ん
で
、
落
ち
て
ん
の
よ
お
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
お
お
お

！
？
」

　
私
は
叫
ん
だ
。
だ
け
ど
、
状
況
が
変
わ
る
訳
じ
ゃ
無
か
っ
た
・
・
・
・
・
・
。

　
ド
サ
ッ
。
思
い
っ
き
り
尻
も
ち
を
つ
き
、
や
っ
と
着
地
が
出
来
た
。
取
り
敢

え
ず
お
尻
が
痛
い
・
・
・
。

　
目
線
を
あ
げ
る
と
、
知
ら
な
い
光
景
が
広
が
っ
て
い
た
。

「
よ
う
こ
そ
、
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
へ
。
『
第
８
７
代
ア
リ
ス
』
を
歓
迎
い
た
す
」

「
・
・
・
・
・
・
第
８
７
代
・
・
・
？
」

　
何
の
よ
、
こ
れ
は
・
・
・
・
・
・
。

　
私
は
意
味
の
判
ら
な
い
所
に
来
て
し
ま
っ
た
様
で
す
―
―
―
―
―
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
１
（
後
書
き
）

「
紅
髪
の
ア
リ
ス
」
の
リ
メ
イ
ク
版
で
す
。

話
は
結
構
変
わ
り
ま
す
が
、
キ
ャ
ラ
は
基
本
的
に
変
わ
り
ま
せ
ん
。

少
し
キ
ャ
ラ
が
増
え
た
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
？
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エ
ピ
ソ
ー
ド
２

「
自
己
紹
介
が
遅
れ
た
な
。
俺
の
名
は
白
兎
だ
。
覚
え
て
お
け
」

ハ
ク
ト

「
ハ
ク
ト
・
・
・
・
・
・
。
漢
字
で
な
ん
て
書
く
の
・
・
・
？
」

「
白
い
兎
だ
・
・
・
」

「
あ
る
意
味
恰
好
い
い
け
ど
、
あ
る
意
味
恰
好
悪
い
わ
ね
・
・
・
・
・
・
」

　
私
が
云
う
と
、
白
兎
は
苦
虫
を
数
匹
噛
み
潰
し
た
よ
う
な
顔
を
し
た
。
図
星

か
し
ら
？

「
「
ロ
ン
ド
ン
橋
が
落
ち
ま
す
る
　
落
ち
ま
す
る
　
落
ち
ま
す
る
　
ロ
ン
ド
ン

橋
が
落
ち
ま
す
る
　
聖
母
様
聖
母
様
ー
」
」

　
・
・
・
？
　
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
・
・
・
・
・
・
？
　
何
処
か
ら
・
・
・
。

「
「
あ
、
ア
リ
ス
だ
！
」
」

「
わ
！
？
　
・
・
・
双
子
？
　
っ
て
何
で
私
の
名
前
を
知
っ
て
る
の
・
・
・
・
・

・
？
」

　
藍
色
の
髪
の
瓜
二
つ
の
男
の
子
達
。
唯
一
違
う
の
は
瞳
の
色
位
か
し
ら
？

「
「
初
め
ま
し
て
！
」
」

「
僕
は
ト
ウ
ィ
―
ド
ル
ダ
ム
の
水
連
。
よ
ろ
し
く
！
」

ス
イ
レ
ン

「
僕
は
ト
ウ
ィ
ー
ド
ル
デ
ィ
の
水
蘭
。
よ
ろ
し
く
ね
」

ス
イ
ラ
ン

　
難
し
い
名
前
を
い
と
も
た
や
た
す
く
云
っ
た
此
の
子
た
ち
。
私
は
何
年
経
っ

て
も
云
え
な
い
気
が
す
る
。

「
「
ロ
ン
ド
ン
ブ
リ
ッ
ジ
フ
ォ
ー
リ
ン
ダ
ウ
ン
　
フ
ォ
ー
リ
ン
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー

リ
ン
ダ
ウ
ン
　
ロ
ン
ド
ン
ブ
リ
ッ
ジ
フ
ォ
ー
リ
ン
ダ
ウ
ン
　
マ
イ
フ
ェ
ア
レ
デ

ィ
」
」

「
そ
れ
、
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
よ
ね
？
」

「
「
そ
う
だ
よ
」
」



6

「
僕
達
は
こ
の
歌
が
大
好
き
。
他
に
も
『
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ダ
ン
プ
テ
ィ
』
と
か

！
」

「
う
ん
う
ん
、
大
好
き
！
　
後
、
『
お
母
さ
ん
が
わ
た
し
を
殺
し
た
』
と
か
！
」

　
無
邪
気
に
そ
う
答
え
る
二
人
。
『
お
母
さ
ん
が
わ
た
し
を
殺
し
た
』
と
、
云

う
の
は
、
親
の
云
う
事
を
聞
い
て
、
お
と
な
し
く
し
て
な
い
と
駄
目
っ
て
云
う
、

歌
。
少
し
歌
詞
が
怖
い
の
よ
ね
・
・
・
・
・
・
。

「
「
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ダ
ン
プ
テ
ィ
塀
の
上
　
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ダ
ン
プ
テ
ィ
落
っ

こ
ち
た
　
み
ん
な
が
ど
ん
な
に
騒
い
で
も
　
も
う
元
へ
は
戻
ら
な
い
」
」

　
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
、
懐
か
し
い
・
・
・
。
よ
く
姉
さ
ん
と
歌
っ
て
た
っ
け
・
・
・

・
・
・
。

「
ロ
ン
ド
ン
ブ
リ
ッ
ジ
フ
ォ
ー
リ
ン
ダ
ウ
ン
　
フ
ォ
ー
リ
ン
ダ
ウ
ン
　
フ
ォ
ー

リ
ン
ダ
ウ
ン
　
ロ
ン
ド
ン
ブ
リ
ッ
ジ
フ
ォ
ー
リ
ン
ダ
ウ
ン
　
マ
イ
フ
ェ
ア
レ
デ

ィ
・
・
・
」

　
口
ず
さ
む
。
懐
か
し
さ
を
含
ん
で
。
帰
り
た
い
、
あ
の
場
所
に
・
・
・
・
・
・

。「
「
・
・
・
ア
リ
ス
、
其
の
歌
の
続
き
・
・
・
何
か
知
っ
て
る
？
」
」

「
へ
？
　
知
ら
な
い
わ
。
知
っ
て
る
の
？
」

「
「
う
ん
。
歌
っ
て
あ
げ
る
」
」

　
人
柱
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
　
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
　
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
　
人
柱

ひ
と
ば
し
ら

を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
　
聖
母
様
、
聖
母
様

　
何
で
作
り
直
そ
う
か
　
直
そ
う
か
　
直
そ
う
か
　
何
で
作
り
直
そ
う
か
　
聖

母
様
　
聖
母
様

　
金
と
銀
と
で
作
ろ
う
か
　
作
ろ
う
か
　
作
ろ
う
か
　
金
と
銀
と
で
作
ろ
う
か

　
聖
母
様
　
聖
母
様

　
金
と
銀
で
は
盗
ま
れ
る
　
盗
ま
れ
る
　
盗
ま
れ
る
　
金
と
銀
で
は
盗
ま
れ
る
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聖
母
様
　
聖
母
様

　　
針
と
ピ
ン
と
で
作
り
ま
す
る
　
作
り
ま
す
る
　
作
り
ま
す
る
　
針
と
ピ
ン
と

で
作
り
ま
す
る
　
聖
母
様
　
聖
母
様

　
針
と
ピ
ン
で
は
折
れ
ま
す
る
　
折
れ
ま
す
る
　
折
れ
ま
す
る
　
針
と
ピ
ン
で

は
折
れ
ま
す
る
　
聖
母
様
　
聖
母
様

　
土
と
粘
土
で
作
ろ
う
か
　
作
ろ
う
か
　
作
ろ
う
か
　
土
と
粘
土
で
作
ろ
う
か

　
聖
母
様
　
聖
母
様

　
土
と
粘
土
じ
ゃ
流
さ
れ
る
　
流
さ
れ
る
　
流
さ
れ
る
　
土
と
粘
土
じ
ゃ
流
さ

れ
る
　
聖
母
様
　
聖
母
様

　
丈
夫
な
石
で
作
ろ
う
か
　
作
ろ
う
か
　
作
ろ
う
か
　
丈
夫
な
石
で
作
ろ
う
か

　
聖
母
様
　
聖
母
様

　
そ
れ
な
ら
長
持
ち
す
る
で
し
ょ
う
　
す
る
で
し
ょ
う
　
す
る
で
し
ょ
う
　
そ

れ
な
ら
長
持
ち
す
る
で
し
ょ
う
　
聖
母
様
　
聖
母
様

「
人
柱
っ
て
・
・
・
・
・
・
」

「
「
く
す
・
・
・
」
」

「
怖
い
で
し
ょ
？
」

「
人
柱
だ
っ
て
！
」

「
「
人
柱
が
出
て
く
る
の
は
僕
達
も
判
ら
な
い
ん
だ
！
」
」

　
終
始
無
邪
気
な
此
の
子
た
ち
は
、
楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
い
る
の
で
、
私
も
一

緒
に
歌
う
こ
と
に
し
た
。
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「
「
ア
リ
ス
は
歌
が
上
手
だ
ね
。
一
緒
に
歌
っ
て
い
て
心
地
い
い
よ
！
」
」

「
そ
う
云
っ
て
も
ら
え
る
と
、
私
も
嬉
し
い
わ
」

　
私
は
笑
っ
て
水
連
と
水
蘭
の
頭
を
交
互
に
撫
で
た
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
２
（
後
書
き
）

マ
ザ
ー
グ
ー
ス
が
よ
く
判
ら
な
い
人
は
「
ヤ
フ
ー
」
な
ど
で

御
調
べ
下
さ
い
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
３

　
ト
ウ
ィ
ー
ド
ル
ダ
ム
と
ト
ウ
ィ
ー
ド
ル
デ
ィ
が
大
喧
嘩
を
始
め
た
わ
け
は

　
ト
ウ
ィ
ー
ド
ル
デ
ィ
が
ト
ウ
ィ
ー
ド
ル
ダ
ム
の
お
も
ち
ゃ
を
こ
わ
し
た
か
ら

だ
と
い
い
ま
す

　　
そ
こ
へ
酒
樽
の
よ
う
に
ま
る
ま
る
と
太
っ
た
大
き
な
カ
ラ
ス
が
や
っ
て
き
ま

し
た

　
二
人
は
そ
れ
こ
そ
び
っ
く
り
仰
天
喧
嘩
な
ど
し
て
る
場
合
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

　
ふ
と
、
其
の
歌
が
聞
こ
え
た
。
其
の
声
が
す
る
ほ
う
に
行
っ
て
み
る
と
、
黒

髪
の
男
の
人
が
居
た
。
私
は
其
の
人
を
見
て
い
る
と
、
男
の
人
が
こ
ち
ら
に
気

付
い
た
様
で
、
私
の
方
を
見
た
。
す
る
と
、
大
一
輪
の
薔
薇
の
様
な
笑
顔
で
私

を
見
た
。

「
ア
リ
ス
じ
ゃ
な
い
か
・
・
・
！
　
俺
に
逢
い
に
来
て
く
れ
た
の
か
い
・
・
・
・

・
・
？
」

「
え
、
と
・
・
・
あ
の
、
済
み
ま
せ
ん
・
・
・
貴
方
、
誰
・
・
・
で
し
ょ
う
か
・

・
・
・
・
？
」

「
俺
？
　
あ
あ
、
そ
う
云
え
ば
、
教
え
て
い
な
か
っ
た
ね
。
俺
は
ラ
ゼ
リ
オ
ン
。

よ
ろ
し
く
」

「
ラ
ゼ
リ
オ
ン
・
・
・
さ
ん
？
」

　
云
い
つ
つ
小
首
を
傾
げ
る
。

「
『
さ
ん
』
付
け
は
止
め
て
。
呼
び
捨
て
で
い
い
。
と
い
う
か
、
呼
び
捨
て
に
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し
て
」

「
・
・
・
ラ
ゼ
リ
、
オ
ン
・
・
・
・
・
・
？
」

「
そ
う
。
何
？
　
ア
リ
ス
」

「
い
え
、
確
か
め
で
呼
ん
だ
だ
け
で
す
・
・
・
・
・
・
」

　
そ
う
云
う
と
、
あ
か
ら
さ
ま
に
ラ
ゼ
リ
オ
ン
は
項
垂
れ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
餓
鬼
・
・
・
で
す
か
？
　
貴
方
は
・
・
・
・
・
・
」

　
物
凄
い
素
直
な
言
葉
が
無
意
識
の
う
ち
に
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ラ
ゼ
リ
オ
ン
は
肩
を
震
わ
せ
、
顔
を
上
げ
た
と
思
っ
た
ら
、
泣
い
て
い
ま
し

た
。
此
の
人
外
見
的
に
は
私
よ
り
年
上
だ
よ
ね
！
？

「
ア
リ
ス
の
馬
鹿
あ
ぁ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ッ
！
！
！
！
」
　

　
ラ
ゼ
リ
オ
ン
は
其
の
ま
ま
走
り
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。
・
・
・
餓
鬼
確
定
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
３
（
後
書
き
）

楽
し
い
で
す
。
ラ
ゼ
リ
オ
ン
は
二
枚
目
な
く
せ
に
性
格
が
残
念
な
ん
で
す
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
４

　
朝
が
来
た
。
ゆ
っ
く
り
と
起
き
、
ベ
ッ
ド
か
ら
下
り
る
。
髪
を
梳
き
、
服
を

着
替
え
る
。

「
今
日
は
・
・
・
赤
の
女
王
を
王
様
と
白
の
女
王
に
逢
い
に
行
く
ん
だ
っ
け
・
・

・
・
・
・
？
」

　
先
日
白
兎
が
云
っ
て
い
た
っ
け
？
　
面
倒
く
さ
い
な
・
・
・
・
・
・
。

　
森
を
抜
け
る
と
、
紅
色
の
城
と
白
色
の
城
が
隣
り
合
わ
せ
に
並
ん
で
い
る
。

「
ほ
ら
、
あ
そ
こ
に
居
る
。
・
・
・
・
・
・
襲
わ
れ
ん
な
よ
？
」

「
は
い
・
・
・
？
　
ど
う
い
う
意
味
？
」

　
聞
き
返
し
た
け
ど
白
兎
は
手
を
振
り
、
行
っ
て
来
い
と
言
外
に
云
っ
て
い
る
。

「
お
や
、
君
が
ア
リ
ス
？
　
可
愛
い
ね
・
・
・
・
・
・
」

「
可
愛
い
、
可
愛
い
！
　
私
、
貴
女
の
事
を
気
に
入
っ
た
わ
！
」

　
金
髪
の
男
の
子
と
女
の
子
が
居
た
。
そ
の
隣
に
は
・
・
・
・
・
・

「
あ
れ
？
　
ラ
ゼ
リ
オ
ン
？
」

「
ア
リ
ス
じ
ゃ
な
い
か
！
！
　
ま
た
会
え
た
！
！
」

　
黒
髪
翡
翠
の
整
っ
た
顔
立
ち
。
二
枚
目
で
性
格
残
念
な
ラ
ゼ
リ
オ
ン
が
其
処

に
居
た
。

「
・
・
・
・
・
・
ラ
ゼ
リ
オ
ン
？
　
君
、
ア
リ
ス
に
馴
れ
馴
れ
し
い
ね
・
・
・
・

・
・
・
・
・
」

「
馴
れ
馴
れ
し
い
わ
。
今
す
ぐ
死
に
な
さ
い
、
白
の
女
王
」

「
酷
い
な
ぁ
・
・
・
」

　
ラ
ゼ
リ
オ
ン
と
二
人
の
美
少
女
と
美
少
年
は
私
を
置
い
て
話
し
始
め
た
。
ふ

と
、
あ
る
単
語
に
疑
問
を
抱
い
て
、
首
を
傾
げ
る
。

「
・
・
・
・
・
・
『
白
の
女
王
』
・
・
・
・
・
・
・
・
・
？
」

「
う
ん
？
　
そ
う
だ
よ
、
俺
が
白
の
女
王
だ
よ
」
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「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
男
、
よ
ね
・
・
・
・
・
・
？
」

「
う
ん
？
　
そ
う
だ
け
ど
、
俺
が
白
の
女
王
だ
よ
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
気
持
ち
悪
い
・
・
・
・

・
・
」

「
酷
い
、
今
の
が
一
番
傷
つ
い
た
」

　
私
は
気
持
ち
悪
い
者
を
見
る
よ
う
な
眼
で
ラ
ゼ
リ
オ
ン
を
見
た
。

「
あ
の
ね
、
そ
ん
な
こ
と
云
っ
た
ら
、
あ
の
二
人
だ
っ
て
そ
う
だ
よ
！
」

　
ラ
ゼ
リ
オ
ン
は
憤
り
、
少
年
少
女
に
指
を
さ
す
。
そ
れ
を
合
図
に
二
人
は
自

己
紹
介
を
始
め
た
。

「
初
め
ま
し
て
、
僕
は
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
。
赤
の
女
王
と
呼
ば
れ
て
い
る
」

「
初
め
ま
し
て
、
私
は
ナ
タ
ー
リ
ア
。
赤
の
王
様
と
呼
ば
れ
て
る
わ
」

「
二
人
は
可
愛
い
か
ら
赦
す
わ
」

「
差
別
だ
！
　
人
種
差
別
だ
ぁ
！
！
」

　
ラ
ゼ
リ
オ
ン
は
そ
う
叫
ん
で
、
テ
ー
ブ
ル
に
突
っ
伏
し
た
。
私
は
は
ぁ
と
溜

息
を
つ
き
、
二
人
に
云
う
。

「
私
、
此
の
人
が
餓
鬼
に
思
え
て
仕
方
な
い
わ
・
・
・
・
・
・
」

「
「
同
感
」
」

「
苛
め
だ
ぁ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ッ
！
！
！
！
」

　
ラ
ゼ
リ
オ
ン
の
叫
び
声
が
、
森
を
駆
け
抜
け
た
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
４
（
後
書
き
）

コ
メ
デ
ィ
は
楽
し
い
な
ぁ
・
・
・
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
５

　
・
・
・
・
・
・
私
は
、
何
で
此
処
に
来
た
ん
だ
ろ
う
・
・
・
・
・
・
？

「
ね
ぇ
、
ヴ
ィ
ン
ス
、
何
で
私
は
此
処
に
居
る
の
・
・
・
・
・
・
？
」

「
唐
突
だ
な
。
ま
ぁ
、
答
え
は
簡
単
。
お
前
が
居
な
き
ゃ
僕
達
の
『
刻
』
が
進

ま
な
い
か
ら
だ
」

「
・
・
・
『
刻
』
・
・
・
・
・
・
？
」

　
首
を
傾
げ
、
ヴ
ィ
ン
ス
の
綺
麗
な
横
顔
を
見
る
。

「
そ
う
、
『
刻
』
だ
・
・
・
・
・
・
。
君
が
居
な
く
て
も
、
そ
れ
な
り
の
時
間

が
紡
が
れ
る
。
だ
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
時
間
は
君
が
居
な
き
ゃ
進
ま
な
い
・
・

・
」

「
私
が
、
居
な
き
ゃ
・
・
・
時
間
が
進
ま
な
い
・
・
・
・
・
・
？
」

　
ヴ
ィ
ン
ス
が
ゆ
っ
く
り
眼
を
閉
じ
る
。
一
つ
一
つ
、
言
葉
が
紡
が
れ
る
。

「
此
処
、
『
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
は
、
ア
リ
ス
を
中
心
に
出
来
て
い
る
。
だ
か

ら
、
此
処
は
君
が
必
要
に
な
る
。
其
の
ア
リ
ス
の
面
倒
を
み
る
の
が
・
・
・
白

ウ
サ
ギ
の
役
目
な
ん
だ
が
・
・
・
・
・
・
。
あ
る
日
、
あ
い
つ
は
理
を
犯
し
た
」

「
理
？
」

　
ヴ
ィ
ン
ス
が
眼
を
開
け
、
私
を
見
る
。
碧
色
の
瞳
、
今
に
も
吸
い
込
ま
れ
そ

う
だ
・
・
・
。

「
君
を
・
・
・
第
８
３
代
ア
リ
ス
を
殺
し
た
」

　
私
は
眼
を
見
開
い
た
。
瞳
が
揺
れ
る
。

「
否
、
正
確
に
は
自
殺
に
追
い
込
ん
だ
と
云
う
べ
き
か
？
　
あ
い
つ
は
彼
女
を

束
縛
し
過
ぎ
た
。
お
か
げ
で
彼
女
は
耐
え
切
れ
ず
、
自
殺
し
て
い
っ
た
」

　
言
葉
を
紡
ぐ
ご
と
に
、
ヴ
ィ
ン
ス
の
顔
が
険
し
く
な
る
。
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「
そ
し
て
、
元
々
あ
っ
た
浅
い
溝
が
、
余
計
深
く
な
っ
た
。
あ
い
つ
は
皆
の
嫉

妬
の
的
だ
っ
た
か
ら
な
・
・
・
・
・
・
」

　
そ
ん
な
、
風
に
は
見
え
な
い
。
何
時
も
白
兎
を
見
て
い
る
が
、
そ
ん
な
過
去

が
あ
っ
た
様
に
は
見
え
な
い
。
何
時
も
、
微
笑
ん
で
く
れ
て
い
た
か
ら
・
・
・
・

・
・
。

「
・
・
・
・
・
・
君
は
ま
さ
か
、
彼
の
事
を
好
き
に
な
っ
た
と
か
、
云
わ
な
い

だ
ろ
う
ね
・
・
・
・
・
・
？
」

「
え
っ
！
？
　
な
、
何
を
唐
突
に
・
・
・
・
・
・
！
」

　
私
は
ヴ
ィ
ン
ス
を
勢
い
よ
く
振
り
返
っ
た
。
ヴ
ィ
ン
ス
も
私
を
凝
視
し
て
い

る
。

「
い
・
わ
・
な
・
い
、
だ
ろ
ー
ね
ぇ
ー
？
」

「
い
・
わ
・
な
・
い
、
わ
ぁ
ー
よ
ぉ
ー
！
」

　
そ
う
云
っ
た
後
、
私
と
ヴ
ィ
ン
ス
は
笑
っ
た
。

　
少
し
、
図
星
を
つ
か
れ
た
。
本
当
は
・
・
・
・
・
・
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
６

　
部
屋
に
入
る
と
、
眠
り
鼠
の
智
鶴
さ
ん
と
帽
子
屋
の
茅
さ
ん
と
赤
の
騎
士
の

ヤ
マ
ネ

チ
ヅ
ル

マ
ッ
ド
ハ
ッ
タ
ー

チ
ガ
ヤ

エ
ー
ス

嘉
瑞
と
遊
猫
の
ク
リ
ス
が
居
た
。

カ
ズ
イ

チ
ェ
シ
ャ

「
・
・
・
・
・
・
皆
さ
ん
、
不
法
侵
入
で
す
よ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
？
」

「
「
「
「
暇
な
ん
だ
（
も
ん
・
よ
）
」
」
」
」

「
確
か
、
ナ
タ
リ
ー
に
貰
っ
た
ラ
イ
フ
ル
が
あ
っ
た
は
ず
・
・
・
・
・
・
」

「
「
「
「
な
ん
て
も
ん
貰
っ
て
ん
（
の
・
だ
）
ッ
！
！
！
！
！
」
」
」
」

　
皆
が
全
力
で
と
め
て
く
る
か
ら
、
私
は
渋
々
椅
子
に
座
っ
た
。

「
ね
、
ア
リ
ス
。
お
菓
子
持
っ
て
来
た
ん
だ
け
ど
、
食
べ
る
？
」

　
智
鶴
さ
ん
が
持
参
し
た
ケ
ー
キ
。
人
数
分
あ
っ
て
、
チ
ョ
コ
ケ
ー
キ
に
シ
ョ

ー
ト
ケ
ー
キ
、
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
に
フ
ル
ー
ツ
タ
ル
ト
、
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
に
ガ

レ
ッ
ト
。
其
の
中
か
ら
各
々
好
き
な
も
の
を
と
る
。
私
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー

キ
だ
。

「
ん
、
美
味
し
い
・
・
・
・
・
・
」

「
い
い
ね
、
其
の
顔
。
快
感
に
溺
れ
た
者
の
顔
の
様
だ
」

「
死
ん
で
く
だ
さ
い
、
智
鶴
さ
ん
」

「
そ
れ
は
酷
過
ぎ
る
よ
、
ア
リ
ス
」

　
智
鶴
さ
ん
は
苦
笑
い
を
し
て
、
紅
茶
を
飲
む
。
こ
う
い
う
仕
草
は
上
品
だ
な

っ
て
思
う
け
ど
、
普
段
が
な
ー
・
・
・
・
・
・
。

「
ア
リ
ス
、
ケ
ー
キ
ち
ょ
っ
と
分
け
て
。
僕
の
も
あ
げ
る
」

「
ん
？
　
別
に
お
返
し
は
い
ら
な
い
わ
。
は
い
、
あ
げ
る
」

　
私
が
ケ
ー
キ
を
差
し
出
す
と
、
嘉
瑞
は
パ
ア
ァ
っ
と
顔
を
明
る
く
さ
せ
た
。

「
有
難
う
、
ア
リ
ス
！
　
じ
ゃ
、
お
言
葉
に
甘
え
て
も
ら
う
ね
」

　
嘉
瑞
は
ケ
ー
キ
を
口
に
入
れ
る
と
、
と
て
つ
も
な
く
、
可
愛
い
顔
を
し
た
。

私
は
其
の
顔
を
微
笑
み
な
が
ら
見
て
い
た
。
過
保
護
な
親
の
様
な
心
境
だ
。
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「
そ
う
だ
、
ア
リ
ス
・
・
・
一
つ
聞
い
て
も
い
い
？
」

　
唐
突
に
ク
リ
ス
が
声
を
か
け
て
き
た
。

「
ん
？
　
何
・
・
・
、
ク
リ
ス
」

　
ク
リ
ス
に
向
き
直
る
と
、
ク
リ
ス
は
今
ま
で
見
た
こ
と
が
無
い
程
の
真
剣
な

顔
を
し
て
い
た
。

「
・
・
・
・
・
・
？
」

「
ア
リ
ス
、
お
前
・
・
・
白
ウ
サ
ギ
に
逢
っ
て
い
る
か
？
」

　
ク
リ
ス
が
そ
う
云
う
と
、
私
以
外
の
皆
が
肩
を
震
わ
せ
る
。

「
白
ウ
サ
ギ
っ
て
・
・
・
白
兎
の
事
？
　
逢
っ
て
る
け
ど
・
・
・
・
・
・
そ
れ

が
、
ど
う
し
た
の
？
」

　
も
し
か
し
て
と
思
い
、
私
は
ク
リ
ス
を
睨
む
。

「
確
か
、
赤
の
女
王
に
白
兎
の
過
去
の
事
を
聞
い
た
ん
だ
よ
ね
？
　
ア
リ
ス
、

そ
れ
を
判
っ
て
い
て
、
あ
い
つ
と
逢
っ
て
い
る
の
か
？
」

　
次
に
智
鶴
さ
ん
が
云
う
。
皆
し
て
、
顔
が
怖
い
・
・
・
・
・
・
。

「
聞
い
た
わ
。
だ
け
ど
、
過
去
の
事
と
、
今
の
私
は
関
係
無
い
」

ア
リ
ス

ア
リ
ス

　
私
が
そ
う
云
う
と
、
皆
し
て
眼
を
見
開
い
た
。
そ
し
て
、
智
鶴
さ
ん
が
噴
き

出
す
。

「
っ
は
は
！
　
ア
リ
ス
ら
し
い
や
！
　
そ
う
だ
ね
、
過
去
の
ア
リ
ス
と
君
は
関

係
無
い
ね
・
・
・
・
・
・
」

　
智
鶴
さ
ん
の
言
葉
に
、
私
は
ち
ょ
っ
と
安
堵
し
た
。

　
今
の
、
自
分
の
発
言
に
・
・
・
・
・
・
自
信
が
持
て
な
か
っ
た
か
ら
・
・
・
・

・
・
・
・
・
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
６
（
後
書
き
）

ア
リ
ス
は
も
う
少
し
し
た
ら
終
わ
る
。

多
分
・
・
・
・
・
・
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
７

　
私
は
、
何
で
彼
の
傍
に
居
た
い
と
、
思
う
ん
だ
ろ
う
？

　
―
―
―
―
「
白
ウ
サ
ギ
は
過
去
の
君
を
殺
し
た
・
・
・
・
・
・
」

あ
い
つ

む
か
し

ア
リ
ス

　
そ
れ
が
、
何
だ
っ
て
云
う
の
？
　
そ
れ
は
、
私
に
関
係
な
い
で
し
ょ
！
？

　
そ
う
、
云
っ
て
い
る
の
に
、
皆
は
理
解
し
て
く
れ
な
い
。

「
白
兎
・
・
・
・
・
・
」

　
貴
方
を
、
望
む
―
―
―
―
―
。

　
貴
方
を
、
欲
す
―
―
―
―
―
。

ほ
っ

「
貴
方
は
・
・
・
・
・
・
」

　
私
の
事
を
、
好
き
で
い
て
く
れ
て
い
る
？

　
貴
方
は
、
私
を
愛
し
て
い
る
の
？

「
白
兎
・
・
・
・
・
・
、
白
兎
」
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私
は
、
貴
方
に
愛
さ
れ
て
い
な
い
と
、
満
た
さ
れ
な
い
―
―
―
―
―
。

「
欲
求
不
満
、
ね
・
・
・
・
・
・
私
は
」

　
私
は
溜
息
を
つ
き
、
浴
室
へ
と
足
を
伸
ば
し
た
。

　
ポ
チ
ャ
ン

　
白
い
入
浴
剤
。
真
っ
白
だ
か
ら
、
裸
で
も
他
か
ら
は
見
え
な
い
。

「
白
い
・
・
・
・
・
・
白
兎
み
た
い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
此
処
最
近
、
白
い
も
の
全
て
が
白
兎
に
見
え
て
く
る
。

「
物
凄
く
溺
愛
し
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
・
・
・
・
・
・
」

　
私
は
浅
く
笑
い
、
手
で
水
面
を
叩
い
た
。

「
ア
リ
ス
、
風
呂
に
入
っ
て
い
た
の
か
」

　
声
が
、
し
た
。
そ
れ
は
よ
く
聞
く
声
で
・
・
・
・
・
・

「
白
兎
！
？
　
な
、
何
で
居
る
の
ッ
！
？
」

「
お
前
に
逢
い
た
か
っ
た
か
ら
。
に
し
て
も
、
白
い
入
浴
剤
か
・
・
・
・
・
・
。

見
え
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」

・

・

・

・

　
白
兎
の
発
言
に
私
は
桶
を
持
ち
、
投
げ
た
。

お
け

「
見
な
く
て
結
構
！
！
！
！
」

　
ガ
ゴ
ウ
ッ
！
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云
い
音
が
し
た
わ
。
見
事
白
兎
の
顔
面
に
ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
し
た
。

「
痛
い
ぞ
、
ア
リ
ス
・
・
・
」

「
貴
方
が
セ
ク
ハ
ラ
発
言
す
る
か
ら
よ
！
」

　
素
直
じ
ゃ
、
な
い
、
私
は
・
・
・
・
・
・
。

　
だ
け
ど
、
き
ち
ん
と
、
こ
の
気
持
ち
だ
け
は
、
素
直
に
伝
え
た
い
・
・
・
・
・

・　
貴
方
へ
と
―
―
―
―
―
―
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
７
（
後
書
き
）

ア
リ
ス
は
清
々
し
い
性
格
し
て
ま
す
ね
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
８

「
ア
リ
ス
、
こ
ん
に
ち
わ
」

「
あ
、
三
兎
！
　
こ
ん
に
ち
わ
」

ミ
ト

　
碧
髪
金
眼
の
三
月
ウ
サ
ギ
の
三
兎
。
ほ
ん
わ
か
と
し
て
い
て
、
唯
一
私
に
ラ

ブ
コ
ー
ル
を
送
っ
て
こ
な
い
住
人
な
の
。
だ
か
ら
、
白
兎
の
次
に
安
心
で
き
る

人
な
の
。

「
ア
リ
ス
、
チ
ョ
コ
ケ
ー
キ
、
要
る
？
」

「
あ
！
　
く
れ
る
の
！
？
　
あ
り
が
と
う
！
」

　
私
が
嬉
し
そ
う
な
顔
す
る
と
、
三
兎
は
安
心
し
た
よ
う
に
、
ほ
っ
と
安
堵
し

た
。

「
よ
か
っ
た
、
喜
ん
で
も
ら
え
て
。
今
、
食
べ
て
。
ア
リ
ス
の
食
べ
て
る
と
こ
、

見
て
い
た
い
」

「
ほ
へ
？
　
今
、
此
処
で
？
」

　
私
が
首
を
傾
げ
、
聞
く
と
、
三
兎
は
う
ん
と
、
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て
云
っ
た
。

「
う
ん
、
お
願
い
」

「
う
ー
・
・
・
・
・
・
」

　
少
し
思
案
し
、
三
兎
を
見
る
。
三
兎
は
相
変
わ
ら
ず
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
っ
て
い

る
。

「
判
っ
た
、
貰
っ
ち
ゃ
っ
た
し
・
・
・
」

　
少
し
紅
潮
さ
せ
な
が
ら
、
頷
く
と
、
三
兎
は
さ
っ
き
よ
り
顔
を
明
る
く
さ
せ

た
。

　
あ
あ
、
そ
ん
な
か
お
し
な
い
で
よ
ぉ
・
・
・
！

　
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　
私
が
食
べ
て
る
間
、
三
兎
は
ニ
コ
ニ
コ
と
私
の
食
べ
て
る
姿
を
見
て
い
た
。

恥
ず
か
し
い
・
・
・
・
・
・
。

「
・
・
・
楽
、
し
か
っ
た
・
・
・
？
　
私
を
凝
視
し
て
る
の
・
・
・
・
・
・
」
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「
う
ん
、
楽
し
か
っ
た
！
　
ア
リ
ス
は
可
愛
い
か
ら
！
」

「
う
ー
・
・
・
・
・
・
」

　
確
か
に
、
三
兎
は
、
ラ
ブ
コ
ー
ル
は
し
て
こ
な
い
。
だ
け
ど
、
「
可
愛
い
」

等
の
言
葉
は
、
躊
躇
無
く
云
う
。

　
其
処
が
困
り
も
の
、
だ
っ
た
り
す
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
私
の
オ
ア
シ

ス
は
何
処
へ
・
・
・
・
・
・
？

い
ず
こ

「
じ
ゃ
、
ア
リ
ス
、
ま
た
ね
！
」

「
う
ん
、
ケ
ー
キ
有
難
う
！
　
ま
た
ね
ー
」

　
お
互
い
に
手
を
振
り
合
う
。
と
、
去
ろ
う
と
し
て
い
た
三
兎
が
こ
ち
ら
を
振

り
返
っ
た
。

「
ね
ぇ
、
ア
リ
ス
・
・
・
」

「
う
ん
？
　
何
？
」

「
白
兎
の
事
・
・
・
、
好
き
に
、
な
っ
ち
ゃ
駄
目
だ
よ
？
　
な
っ
た
ら
、
あ
い

つ
が
・
・
・
・
・
・
・
」

　
一
旦
区
切
り
、
三
兎
は
私
を
睨
む
。

「
殺
さ
れ
る
よ
？
」

「
・
・
・
・
・
・
ッ
！
！
？
」

　
私
は
眼
を
見
開
く
。
三
兎
は
ニ
コ
ッ
と
笑
い
、
踵
を
返
し
た
。

　
・
・
・
ど
う
い
う
、
意
味
よ
・
・
・
・
・
・
。
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―
―
―
―
「
好
き
に
な
っ
た
ら
あ
い
つ
が
、
殺
さ
れ
る
よ
？
」

　
ど
う
云
う
意
味
か
、
判
ら
な
い
。

　
だ
か
ら
・
・
・
・
・
・

　
相
談
し
て
み
た
。

「
あ
ー
、
三
兎
に
そ
う
云
わ
れ
た
ん
だ
ー
・
・
・
。
成
程
、
だ
か
ら
、
此
処
最

近
三
兎
の
機
嫌
が
い
い
の
か
・
・
・
・
・
」

「
智
鶴
さ
ん
。
何
か
判
り
ま
す
？
」

　
智
鶴
さ
ん
は
陽
気
に
微
笑
ん
で
、
答
え
た
。

「
彼
は
白
ウ
サ
ギ
の
『
監
視
』
役
な
ん
だ
よ
。
」

「
監
視
・
・
・
役
？
」

　
私
が
オ
ウ
ム
返
し
を
す
る
と
、
智
鶴
さ
ん
は
説
明
し
て
れ
く
れ
た
。

「
彼
は
赤
の
女
王
に
頼
ま
れ
て
。
白
ウ
サ
ギ
の
監
視
を
し
て
る
ん
だ
。
も
し
、

彼
が
ま
た
理
を
犯
し
た
ら
、
彼
が
密
か
に
所
持
し
て
い
る
マ
シ
ン
ガ
ン
で
・
・
・

撃
ち
殺
す
ん
だ
っ
て
！
」

「
何
で
持
っ
て
る
ん
で
す
か
！
？
」

「
君
だ
っ
て
、
赤
の
王
様
に
貰
っ
て
る
ん
じ
ゃ
ん
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
そ
れ
に
、
水
連
と
水
蘭
だ
っ
て
、
槍
と
マ
シ
ン
ガ
ン
持
っ
て
る
よ
？
」

「
う
っ
そ
ー
ッ
！
？
」
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「
ホ
ン
ト
」

　
あ
ん
な
小
さ
い
子
が
・
・
・
持
っ
て
る
な
ん
て
・
・
・
・
・
・
！
！

「
そ
れ
と
、
あ
の
子
た
ち
、
時
た
ま
身
体
が
大
き
く
な
っ
た
り
、
小
さ
く
な
っ

た
り
す
る
ん
だ
よ
。
服
の
構
造
が
不
思
議
・
・
・
・
・
・
」

「
不
思
議
過
ぎ
・
・
・
・
・
・
」

　
あ
れ
？
　
さ
っ
き
ま
で
の
シ
リ
ア
ス
は
何
処
に
行
っ
た
の
か
し
ら
・
・
・
・
・

・
？
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本
当
に
・
・
・
。
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「
ア
リ
ス
じ
ゃ
な
い
か
、
久
し
ぶ
り
だ
な
」

　
声
が
し
た
の
で
、
そ
の
方
向
に
顔
を
向
け
る
と
、
赤
の
騎
士
で
あ
る
恢
焔
さ

ジ
ャ
ッ
ク

カ
イ
エ
ン

ん
が
居
た
。

「
恢
焔
さ
ん
。
珍
し
い
で
す
ね
、
ヴ
ィ
ン
ス
と
ナ
タ
リ
ー
の
傍
に
居
な
い
な
ん

て
・
・
・
・
・
・
」

「
お
使
い
を
、
頼
ま
れ
た
ん
で
す
。
嘉
瑞
が
何
処
か
へ
と
消
え
た
の
で
、
代
わ

り
に
俺
が
行
く
こ
と
に
な
っ
た
」

「
・
・
・
多
分
、
ク
リ
ス
を
一
緒
に
居
る
と
思
う
・
・
・
・
・
・
」

「
あ
あ
、
そ
れ
は
俺
も
思
っ
た
事
だ
」

　
恢
焔
さ
ん
は
苦
笑
い
し
、
私
の
頭
を
ぽ
ん
ぽ
ん
と
撫
で
る
。

「
気
易
く
、
俺
の
ア
リ
ス
に
触
れ
な
い
で
く
れ
な
い
か
？
」

　
白
い
髪
が
視
界
を
覆
っ
た
。
そ
れ
は
白
兎
だ
っ
た
。

「
白
、
ウ
サ
ギ
・
・
・
。
・
・
・
・
・
・
何
時
、
ア
リ
ス
が
白
ウ
サ
ギ
の
モ
ノ

に
な
っ
た
ん
だ
？
」

　
恢
焔
さ
ん
は
不
思
議
そ
う
に
小
首
を
傾
げ
た
。
白
兎
は
そ
の
仕
草
に
が
っ
く

り
と
項
垂
れ
、
恢
焔
さ
ん
の
手
を
離
し
た
。

「
ア
リ
ス
、
此
処
じ
ゃ
、
邪
魔
が
入
る
。
何
処
か
、
静
か
な
所
へ
行
こ
う
」

「
え
、
え
え
・
・
・
・
・
・
」
　

　
ど
う
し
よ
う
。
白
兎
と
手
を
繋
い
じ
ゃ
っ
た
よ
・
・
・
・
・
・
。

　
ど
う
か
、
此
の
胸
の
高
鳴
り
が
、
手
を
伝
っ
て
、
白
兎
に
届
き
ま
せ
ん
よ
う

に
・
・
・
・
・
・
！
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白
兎
に
付
い
て
行
く
と
、
見
晴
ら
し
の
い
い
、
高
台
に
着
い
た
。

「
わ
ぁ
・
・
・
・
・
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
が
一
望
出
来
る
・
・
・
・
・
・
！
」

「
此
処
は
、
俺
が
気
に
入
っ
て
い
る
と
こ
で
、
此
の
高
台
は
俺
が
建
て
た
ん
だ
。

だ
か
ら
、
他
の
奴
ら
は
入
っ
て
こ
れ
な
い
」

　
つ
ま
り
、
秘
密
基
地
み
た
い
な
も
の
？

　
と
、
聞
い
た
ら
、
白
兎
は
吹
き
出
し
て
、
大
笑
い
し
た
。

「
あ
、
は
は
は
！
　
お
前
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
に
貧
困
さ
に
、
言
葉
も
・
・
・

出
な
い
よ
・
・
・
・
・
・
！
」

「
し
っ
つ
れ
い
ね
！
　
も
う
っ
」

　
私
が
頬
を
膨
ら
ま
せ
、
歩
き
出
そ
う
と
し
た
ら
、
白
兎
が
後
ろ
か
ら
抱
き
締

め
て
き
た
。

「
こ
ん
な
、
日
々
が
・
・
・
・
・
・
ず
っ
と
、
ず
っ
と
続
け
ば
、
い
い
の
に
な
・

・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
そ
の
言
葉
に
、
私
は
肩
を
震
わ
せ
た
。

　
判
っ
て
い
た
事
だ
。

　　
私
が
居
な
け
れ
ば
、
此
の
国
の
『
刻
』
は
進
ま
な
い
。

ア
リ
ス

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

　
だ
け
ど
、
ず
っ
と
、
此
処
に
と
ど
ま
る
訳
で
は
、
無
い
。

　
何
時
か
は
、
元
の
世
界
に
・
・
・
戻
る
と
き
が
、
来
る
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
こ
ん
な
風
に
、
皆
と
戯
れ
る
事
何
て
、
出
来
な
く
な
る
。

た
わ
む

　
私
は
、
静
か
に
涙
を
流
し
た
。
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出
し
た
か
っ
た
キ
ャ
ラ
を
す
べ
て
出
し
切
っ
た
・
・
・
！
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貴
方
共
に
、
生
き
て
行
き
た
い
。

　
だ
け
ど
、
そ
れ
は
、
叶
わ
な
い
夢
。

も
の

　
だ
か
ら
、
決
し
て
云
わ
な
い
。

　
望
ま
な
い
―
―
―
―
。

　
風
が
、
吹
く
。
心
地
の
良
い
、
香
り
を
乗
せ
て
。

　
―
―
―
―
後
、
一
週
間
。

　
一
週
間
で
、
私
は
此
処
を
去
る
。

　
今
私
が
居
る
の
は
、
此
の
前
白
兎
が
教
え
て
く
れ
た
展
望
台
。

「
眺
め
を
見
れ
る
の
も
、
後
少
し
だ
け
か
・
・
・
・
・
・
」

こ
れ

　
淡
く
笑
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
瞳
か
ら
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
涙
が
零
れ
る
。

「
ふ
、
ぅ
・
・
・
・
・
・
ん
」

　
白
兎
、
白
兎
、
白
兎
・
・
・
・
・
・
。
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其
の
名
を
唱
え
れ
ば
唱
え
る
程
に
、
愛
お
し
く
な
り
、
苦
し
く
な
る
。

　
全
て
を
捨
て
て
で
も
、
貴
方
を
選
び
た
い
。

　
だ
け
ど
、
ず
っ
と
此
処
に
と
ど
ま
る
と
云
う
こ
と
は
、
私
の
身
体
が
壊
れ
る

と
云
う
事
。
私
が
死
ぬ
と
云
う
事
。

　
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
に
は
一
度
し
か
来
れ
な
い
。

此
処

　
も
う
、
二
度
と
来
れ
な
い
。

「
白
・
・
・
兎
ぉ
・
・
・
・
・
・
！
」

　
貴
方
と
、
離
れ
る
の
が
、
怖
い
。
厭
だ
。

　
こ
ん
な
に
も
、
貴
方
を
愛
し
て
し
ま
う
な
ん
て
―
―
―
―
。

　
白
兎
―
―
―
―
。
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後
、
三
日
。

　
刻
一
刻
と
、
此
処
を
去
る
日
が
近
づ
い
て
く
る
。

　
伝
え
よ
う
。

　
た
と
え
、
断
ら
れ
て
も
。

　
伝
え
よ
う
、
此
の
気
持
ち
は
。

　
私
は
決
心
し
、
白
兎
の
家
に
行
く
。

　
ノ
ッ
ク
を
し
よ
う
と
、
手
を
伸
ば
す
。
だ
け
ど
、
上
手
く
手
が
動
か
な
い
。

　
手
が
、
小
刻
み
に
震
え
る
。

「
ア
リ
ス
・
・
・
ッ
！
」

「
ッ
・
・
・
」

　
ノ
ッ
ク
を
す
る
前
に
、
扉
が
開
き
、
白
兎
が
私
を
抱
き
し
め
る
。

「
白
、
兎
・
・
・
・
・
・
！
」

「
ア
リ
ス
、
ア
リ
ス
・
・
・
！
」

　
白
兎
は
抑
え
が
効
か
な
い
様
で
、
私
の
名
前
を
呼
ぶ
と
と
も
に
腕
の
力
が
強

く
な
っ
て
い
く
。

「
白
兎
、
痛
い
わ
。
離
し
て
。
そ
れ
と
、
話
が
有
る
の
」

「
・
・
・
話
？
　
判
っ
た
、
入
っ
て
」
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私
が
云
う
と
、
白
兎
は
私
を
離
し
て
、
入
る
よ
う
に
促
し
て
き
た
。

「
お
、
お
邪
魔
し
ま
す
・
・
・
・
・
・
」

　
律
義
に
云
う
と
、
白
兎
は
眼
を
瞠
り
、
ク
ス
ッ
と
微
笑
ん
だ
。

「
ど
う
ぞ
、
姫
君
」

　
そ
の
言
葉
が
、
私
に
・
・
・
私
の
心
を
抉
る
の
よ
。

　
白
兎
の
家
は
よ
く
来
る
。
男
に
し
て
は
綺
麗
に
整
頓
し
て
あ
る
。

　
た
だ
し
、
何
処
ぞ
の
納
戸
に
押
し
込
ん
で
あ
る
だ
け
だ
け
ど
。

な
ん
ど

「
そ
れ
で
、
話
っ
て
？
」

　
こ
う
、
云
う
様
に
促
さ
れ
る
と
、
物
凄
く
緊
張
す
る
。

「
後
、
三
日
・
・
・
・
・
・
」

　
其
の
言
葉
を
、
云
う
。
白
兎
は
そ
れ
に
反
応
し
た
。

「
私
は
、
帰
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
だ
け
ど
、
帰
り
た
く
無
い
。
そ
れ
は
ね
、

大
切
な
・
・
・
・
・
・
好
き
な
人
が
出
来
た
か
ら
」

「
・
・
・
好
き
な
、
人
・
・
・
・
・
・
！
？
」

「
そ
う
、
其
の
人
は
、
皆
に
嫌
わ
れ
て
い
る
。
だ
け
ど
、
本
当
は
心
優
し
く
て
、

と
て
も
、
綺
麗
な
笑
顔
を
持
っ
て
る
」

「
・
・
・
そ
れ
っ
て
」

「
白
兎
、
私
は
貴
方
を
愛
し
て
い
る
の
。
帰
り
た
く
、
無
い
よ
ぉ
・
・
・
！
」

　
最
後
は
涙
が
滲
む
。
白
兎
は
驚
い
た
様
な
顔
を
し
て
、
微
笑
ん
だ
。

「
俺
も
、
好
き
だ
。
ア
リ
ス
、
た
だ
お
前
だ
け
を
愛
し
て
い
る
」

　
そ
う
云
っ
て
、
白
兎
は
私
を
抱
き
寄
せ
た
。
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此
の
、
ぬ
く
も
り
を
信
じ
て
い
い
で
す
か
？

　
す
ぐ
に
、
離
れ
て
し
ま
う
ぬ
く
も
り
を
、
今
は
信
じ
て
い
い
で
す
か
？

　
私
の
愛
し
い
人
―
―
―
―
。
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そ
れ
か
ら
、
私
達
は
毎
日
逢
っ
て
い
た
。

　
ま
る
で
、
別
れ
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
。

　
だ
け
ど
・
・
・
・
・
・

「
今
日
、
だ
な
・
・
・
」

　
白
兎
が
云
う
。

　
今
日
、
私
は
元
の
世
界
に
帰
る
。

あ
っ
ち

「
そ
う
、
ね
・
・
・
・
・
・
」

　
ぎ
ゅ
っ
と
、
抱
き
締
め
る
力
を
強
め
る
。
だ
け
ど
、
す
ぐ
に
力
を
弱
め
て
、

私
は
白
兎
か
ら
離
れ
る
。

「
さ
よ
な
ら
・
・
・
・
・
・
私
の
愛
し
い
男
。
も
う
、
逢
う
こ
と
は
無
い
の
で

ひ
と

し
ょ
う
け
ど
、
私
は
貴
方
を
忘
れ
な
い
」

　
そ
う
、
云
い
残
し
。
私
は
白
兎
の
家
を
出
た
。

　
目
指
す
場
所
は
、
赤
の
城
。
ア
リ
ス
を
元
の
世
界
に
送
り
返
せ
る
の
は
赤
の

わ
た
し

あ
っ
ち

女
王
を
白
の
女
王
だ
け
。

「
ヴ
ィ
ン
ス
、
ラ
ゼ
リ
オ
ン
。
来
た
わ
」

　
声
を
掛
け
れ
ば
二
人
が
出
て
く
る
。

「
待
っ
て
い
た
ぞ
、
こ
っ
ち
だ
。
ア
リ
ス
」

　
お
と
な
し
く
私
は
付
い
て
行
く
。
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刻
一
刻
と
、
私
の
時
間
は
過
ぎ
て
行
く
。

　
そ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
は
有
意
義
な
も
の
だ
っ
た
。

　
彼
に
、
出
逢
え
て
、
よ
か
っ
た
。

「
ア
リ
ス
・
・
・
ッ
！
！
」

　
其
の
時
、
聞
き
な
れ
た
声
が
聞
こ
え
た
。

「
白
、
兎
・
・
・
・
・
・
？
　
な
ん
、
で
・
・
・
」

　
白
兎
は
肩
で
息
を
し
、
ゆ
っ
く
り
と
私
に
近
付
い
て
き
た
。
そ
し
て
私
を
力

強
く
抱
き
し
め
た
。

「
俺
を
、
お
い
て
行
く
な
・
・
・
俺
も
、
一
緒
に
行
く
」

「
そ
れ
は
無
理
だ
」

　
ラ
ゼ
リ
オ
ン
が
云
う
。
其
の
後
、
続
け
て
ヴ
ィ
ン
ス
が
云
う
。

「
我
々
は
此
処
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
。
あ
っ
ち
に
行
っ
た
ら
す
ぐ
に
灰
と
化

す
。
や
め
て
お
け
。
お
前
の
“
代
わ
り
”
を
探
す
の
は
面
倒
な
ん
だ
」

　
吐
き
捨
て
る
か
の
よ
う
な
、
云
い
方
だ
っ
た
。

「
白
兎
、
お
願
い
。
私
は
貴
方
に
逢
え
な
く
て
も
、
貴
方
が
生
き
て
い
る
と
云

う
事
が
・
・
・
そ
れ
だ
け
で
、
い
い
の
よ
」

「
ア
リ
ス
・
・
・
・
・
・
く
っ
・
・
・
」

　
白
兎
は
私
の
名
前
を
云
っ
た
後
、
少
し
涙
を
流
し
始
め
た
。

「
ア
リ
ス
、
ま
た
、
何
時
か
逢
お
う
。
ま
た
、
何
時
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」
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そ
う
云
っ
て
、
白
兎
は
私
か
ら
離
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
私
は
足
か
ら
消

え
始
め
る
。

「
白
兎
・
・
・
・
・
・
。
好
き
よ
、
何
時
ま
で
も
、
ず
っ
と
・
・
・
貴
方
だ
け

を
、
愛
し
続
け
る
わ
・
・
・
・
・
・
」

　
そ
し
て
、
視
界
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。

　
ザ
ァ
・
・
・

　
風
が
流
れ
る
音
が
聞
こ
え
る
。
ゆ
っ
く
り
と
、
眼
を
開
け
る
。
其
処
に
は
、

見
慣
れ
た
木
陰
が
あ
っ
た
。

「
私
・
・
・
何
、
し
て
た
ん
だ
ろ
・
・
・
・
・
・
。
長
い
、
長
い
・
・
・
夢
を

見
て
居
た
様
な
・
・
・
・
・
・
」

　
そ
う
、
思
っ
た
け
ど
、
思
い
出
せ
な
い
。
そ
し
て
、
ま
た
眠
気
が
襲
っ
て
く

る
。

　
こ
れ
は
、
長
い
長
い
夢
の
お
話
。

　
短
い
け
ど
、
長
い
、
愛
し
い
思
い
出
。

キ
オ
ク

　
こ
れ
を
、
思
い
出
す
こ
と
は
、
も
う
、
無
い
。

　
だ
け
ど
、
心
の
何
処
か
で
、
貴
方
を
覚
え
て
い
ま
す
。
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白
兎

　
も
う
、
私
は
貴
方
の
名
を
紡
ぐ
こ
と
は
無
い
。

　
だ
け
ど
、
貴
方
を
愛
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。

　
ず
っ
と
、
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
モ
ノ
―
―
―
―
。

　　
白
兎
、
白
兎
・
・
・
愛
し
て
、
い
ま
す
。

　
白
兎
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｆ
ｉ
ｎ
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あ
と
が
き

　
こ
れ
に
て
、
「
ア
リ
ス
　
ｉ
ｎ
　
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
は
終
わ
り
で
す
。

　
こ
れ
は
前
に
書
い
て
い
た
も
の
を
リ
メ
イ
ク
し
た
も
の
で
、
友
人
に
「
ま
た

書
い
て
」
と
お
願
い
さ
れ
た
の
で
、
書
い
た
の
で
す
が
・
・
・
・
・
・

　　
人
気
が
、
無
か
っ
た
・
・
・
・
・
・
（
泣
）
。

　
そ
れ
で
も
、
い
い
ん
で
す
が
。
で
も
、
自
分
の
作
品
が
人
気
無
い
と
い
う
の

は
、
つ
ら
い
も
の
で
す
よ
ね
。
あ
あ
・
・
・
・
・
・
。

　
と
り
あ
え
ず
、
私
は
初
め
て
作
品
を
終
わ
ら
せ
れ
た
こ
と
に
、
感
激
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
が
終
わ
っ
た
た
め
、
当
分
は
新
作
は
や
り
ま
せ
ん
が
、
下
手
し
た
ら
「

神
楽
家
三
人
兄
弟
」
が
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
何
か
新
作
を

投
稿
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
も
、
人
気
無
か
っ
た
ら
、
ど
う
し
よ
う
・
・
・
（
汗
）
。

　
そ
れ
で
も
根
気
よ
く
、
や
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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読
ん
で
下
さ
っ
た
読
者
サ
マ
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　
２
０
１
１
年
　
３
月
　
９
日
　
　
　
　
雑
賀
　
蜜
屡
　
　
　
拝
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

アリス　in　ワンダーランド

2011年3月26日17時39分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n0161q/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n0161q/

